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寸I~q fェ毛、問主0-r-tfを三平7みも ヲテ守、 ) ~つ 7 -¥0 F1 

作' 1 王 9 1-~%F司監f13ず乞イミ〉

生命斜学と女性の護手IJ

橋 爪 大 三 郎

レ~.:..守

《 括靖国いつしたヮて宮間弓 !..¥ι 、町長支lてな A て乞さき

~o t 十 . ・¥ナ Eすきやてか 4みや 4 と‘ r'>ユ F ヒトコ v

と庭、えるぷうな畏t住にめぐい:主うか乞し川弓 ~\o ~X，の

芹13乙Id:. を子いつきのじ‘ゃ厚いだ‘ろうか? 一一ーを以

ピひきやえ.子院のさ;ふ‘をうレ1つ互さち儒つという附

けに泣いか芯 [.¥0 差め否とき産人さPか尽庁:.r¥!去、韓t

得、1ミ広いた‘ラテ L. 主主±るの 7マヴてロだ‘tf'与、むラして

宅三五〈て売買む Æ い F-~に由と力、しなけ爪尽土、口。》

現島洋ろが~\、ごか ~E:しか、=ラいういみのこと主意いているの主義んだと

さ，右る fâ~‘そうか ， tx 世にロな恒の必要長引宅命tf.、あるのだ，今世なりのも

のの見方.生き方があるしか思いのだ，という麗に納得さtら}れた。ケ7議.

慢なはあたり封1めご之をきヲて:¥る。しかし.思かBらぬミ文・=寄りのきう

こと?と、げに皇力というか.高担、E色町せぬところかあるの乞たしかだ。坦

官ヵ語りロがと、れほ~.ラびきのひろめきに員うているのやら知ら弓いが，とに

かく~-tr7)持凡T:J.ところは.常設がつ四 B t:;i員ひと t鬼りの毛のとして間気むく

買~L nピち~-cのゴヒ~.たちと・ころに霞リ町げてみせとし â'>フヲ停車のぶさ

にある。(事ミに合耳汗同月~~笠ォ⑤7さ7s.ったとえ E ここで ε. し母、しな混局

~..nかち可'主主乙 . 桔唱之 . 虫垂と E 、 市r ~ったタうちいち 7ミく足1\":< ;づ色のとし

て吾作之内かそうをオ'¥Eざ「ざとさときてし三、ているといういざすよさ1:..
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(あるいはい力、~いその杖~八三収束していくょう r:.社全形径を量~して.冶う立花況に強いら111.た呑の単なる閣こ附乏.'作litrロ丈mにし Zいる m 定。

こうした老化~，性主主伺あらゆる賀\00 にお占 I~\さあ 3う) <:乃さあろう力、?カて.そうしたあたと決めつけるのJ"dたやすいかもしれToい .ミF亙リだろう、

ネ E受注 σ3 苦手~/j\'L 力、宅E‘を肌ち芝生主宰として寿蔑する時零芝生手る。から.!J ;S: ;乙の註葱があたりま九として孟ら守かえフて乞ンセーヤョナJレ存メ、ソヒ

こう L1と国電芝苦言弔い?とめ.属同事正めあいだて・ 8誌誌が防力、取るようだが，ふともらした素手ト疋語っかけ氷‘あるい l"d¥一ずとしてうけとら爪てし 3い，

(生ありう Iでさ続的に毒えす亨め. 1)-しづ‘〆フ芝も患宗主漂めて-a-くことが¥ぎた‘主だち勺乙 e らしい思想f二急勺りあげら削てし互いか胞ないようで'J~.

ミらに弘くわHi.問問句人商性なな惜の主主主~I) . t1;)お掌仇暴走に指して.

~ E.!重勺ていくよさ、.

というこ3た恩霊童とhちている.ぎなし<..tn!.::Eめぐるゴ丈況が.負しく.

史かせ ~l\作業守あ五 Eこ思う司生傷ねさきめ進展E詰1者三

~~て気掛 lて7d勺てしまう尺‘ろう。

と7吉のだろう o

(京色たにごし浮い!日華の直径ヤ倫理ば，宅〈 σ)tr ~~王E今 B.ある時草只.相12.茸号式ドE面し.苦しみ悩んだ酒題1d..

短縮だ~F-社全相掌的毒事言また.5ラて f手.抑圧酌にはたらさ l芯ピめ3-0)生きかEの茎本にかか問る潤喜重だとき勺ι刀、そ:;， . 毘忌ヲている I~守包ある。

いさ'社主的活~夜乏下そうピち.新夜併の接聞にとそ 7芯う i副作乏包'a7{J.ら.ていいかちし lnTa¥¥o 詮と話桓亨肌な・いいか芝普1是酌にほ諮っえ忌いのにひ

同ひとつ誌をヲと知 Dえ忌[¥ごとにe危リかは7吉1¥71'らだ。ー県『てついと.そこ昔退的に語リうる。写ぜ忌ら.ごのよう B結婚 E す ~̂ ぎか I:J. .さかえ.

あまりに至宝をつかむよう息詰Id-. 1少し活いて芯‘くヒして .

挙対て子工、y つの闇還をある，主主米干ェ、v ケ1ざすき

王寺・~えたいのまたと"のように弓枝をには.社会的な逗択と車/l阜の合間があるから。いつ .

=‘く皇l丘怠1t!1として.O. ミ主そして今免.電子R'l:ニ創造の問題に写りつつある。回穫に.乞うける官、宅/.
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生今季斗写Eめぐ‘ヲ論〈、・ゃ亨い尽ゆ、っさ、7d.く.に事足司皮膚にあ 5夜帯n-きあり，すますそう 7喜司ていくだるう。

という府、さ.てや桝て生σうハごさ一生句思皇室がすきにでこにあらわ以て1¥~. 3 Eもうけき=とが， -t.工程の畠命さあっ 火、思ちあ産モ牲と Lてあ否こと.

きわめて興型的だ，~二里町肌きゆえさL ある.邑令「ご守Eいき}わたしは努<~語りえまい。男性さあるトわたし TJt' . るのなら.

しず、しれもし尼いことが・ら"E..ぐとくととのパ・たてて :e.tdじまら Eいがら。

い肘ゆる~命科~ (life ~cience) 

弓イア -1jイヱ〉ス.

生む白血 VS.生まれる在事i

羊文字工、νケ C羊木容Ciil法とちいう〉芝思題にしたいの)d:• 

自由と生~U1..る壱完J\ ・と σ租吏}t.犬 、開理的l之写Z爪ている力、ちだ。

1. この事1t需主主E九つつあるようの手企定かt.

生むそこ Iて.そHi.に惇うー還の生命夜併の進展ほ.&. '(;'， に昆う。

この点ヒ焦そしてをきh めて犬ミj-g塁Rの余把E与える刀、乞 LH1..庖い。41J生と往生に.

事晶じ‘ょう q点、'E~令長司 Z ，その二と I三附秘話としてのな性のL星命 E;:t{えてしまうかもし取弓 μ。れg:.

意今トに患

差7きそ三のをある一-taO'震16........1ワi里E頃(":.atEiから町従さある〉の抗掃の時

そのやり方Td..むういう民情なのガ‘?モモ羊木干~ 'Yケ'Lfd... i]=i生のよ重点与lo~た divided half 弓ぜrcP=う.たし J'J，鳳~Iむさぼいち~Tdい.

たる罪、住の三塁命1さ乞あるのだから。

草木をゆ々と 1)Eし.格査す 3百片きよ

いのだ。挙7K/d.. ~\遣した尚 1見の能組陀主色人さい奇から.

羊頑肉に注射針芝生きさ立して.吉宮.* 

を片'tE住日急治養ひ文きく 2つにし a"らmょう。ごの 11、丈Fこれ力、ら尾えてみたいこ 'L.I手.

とつ lエ. した工で買紋主主ミ子高呈する志ら.定色岱議良、ゃある種C乃j塁色与史?賓σ7有掠B

R関する情報E，出生前に回五二乙が‘左

むのような町長刊さ，-Efb空会私学の分野e'の科掌 ・高付1二の草新tf-，"• 

もラ G とつrJ.. (のー 苦手〉胎 l更の主eZ>的危葺望~・をIh.ろ~6?判という干支併予丑!1Q)問題。iI'¥)f)凧にひらくのか，

問!足に損亨る情報E入手する尚喜があるの

という問けさあ玉 q

ト十フ才的芝、'latr医勾に.

ぎる.

-z: Jd. ~ t!-. 

H7lJun札 C乃主主主にと?のょっな老化 E与えるであろう

最終的たむのとlけ居噂o 託生 l三 . 新しく闇7ナ~た司自主性のたきかから.

掌から σイ/)マケト?に

tJ-. 
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か? を¥{¥t;;l '4主恕，ある問畳一一あリていにちえ }j'，~主治一ーが予足立川

ているからに底力、忌ら弓\.\..羊米子工、ッワの結果い刀‘人~ほ治史E也生立ぜ

ない〈也産しない〉という意思‘決定例白血があるから二を， 持/査がいみある

ちの乙写るのさある.っaリ.挙京子 L "Y ゲと I~ . g畠見E7'! ir望~ëf ろかで、うが

主.岳幸重厚いし匡慨が液注するためにとら肌る何方きある明r;だ.

ここさ.~フいうニとか'酒運と号るのが?

窪始早. OC~的B冶毒符為 c'/;I な~¥ <>首珠芝町、たり亨るの之広.わけか・

ちがう・なぜなら.堕胎ι忍い=令投する.ということが，妊鳴の儀高l之む

すむ・っくわけで・ 1;J.1;;与<Z， たた・拍 l見のご宣伝的志電電か-闇謹寵j lr¥ているだけ

定から。したが・って.閉題ほ， 蓄並区に畠えだ~..底掌的にさ l耳元主く匡巻タト酌に.

むし 5往生ー経港的にあらわLれてきている. と dt~ パ‘きさ・ある。を=にdt と

めらしれるのほ， ，ふたつの恒常‘のを錯苔あリ. あるい lユ深刻~持主に立き義展

しか胞思いふうな租2雪wtぬ原理伺畠返である。人閣が人思Eうむと I¥う.

ひとつの直哉君F也来主に，~~O>殺州能為 tJ'思与亨るよウ l三忌ヲ尺結果.を

1j1，t."逐怠的B喜怒八Yこま豆七し.I$-、たつの雫玲 にひき裂か刷るように TJ.，たの

だ一一ひとつ J~. !:t毛簡を担うな性の論理，をして E うひ之つ広宣まLr\~

創 l二~à eO)としての人思乞つらぬく論E里.否且，をのをt.tLを.L.t¥E，Jtき}わ

めてみ.Jウー

いわゆ 3キャ 1)γウーマシ之か.有盾定。揺る人たちにとうてld:..結婚ヤtt.差

以.より平均酌危力也た比車をしてさえ.さらに童 L¥ ¥ 'dt E. tつことに怠る-

3ぜBら.弘差す~という古性σ当俣の色み)~.才 z コ“きの面さ，債なら!こ

温和市環担乏強いる二とに忌りがらきあ五7)'ら。したが守之.二¥.r¥ちな性尽.

也色計直IE自4みの宝i匡設計の活かに巧みに織り=モラモ.あ肌ご刷本えJ也君

ずるをえ厄い。-Îjさ・ ， -5- E~ う l寸 3 ことを諦める Eこいう法断かち.幸うー

7i ~'.聴:主的・赴急酌活動主砲と・主義往に亨 5 という建前 ~C' ， をの凪をのあ

いだ‘のを‘こに J; ちつかざ・~~え ~I ¥力、/:1'人を't\芝了~.~たよti5兄(JJ いかんに

よ「てオ 3 ゴ‘.~z:::あるしか后 1\1t\' ， そのゑ色町篤志謹灰のひとつは.結晶忌

り出産存リの略期 E:星ら tt7:. 自 4ちの職業向7ð.~主政や訓練顎習のあとにひき

;ι3・ず. というやり方詑'ろう。こ削除.らし町終局らId-:'，文夫同た署当忌ょ豆

-5-

~院のひとつきある。ひとこ之さ畠うと.高~齢也1邑という対思法だが，こ

れ広ヨF三常!こためら附爪る， 7きて!:!'~いうr-..ヌての CI う居間白志 事実が・ぁ ~tJち

だ一一ー急寄齢品産I~ ， 亡ちょっとL正緑江昌b::そうさあ§与うに)あまり E写工

亨亨めら同三宅三のさ・ lðßい，を ~r.;.. 担保 ・出庄1J:.. 母俸に嘉坦ピ怠~~与とい
...... ・

うこと巴あ丞け~どモヶ， 間碑乏をつも 1実o! ~.l~丞辛が員重 l之島 〈怠る，と

いう二乙に.よ るo F-'tこえ広ヘ菜色催要惇に Eとヴ〈受ヲミ性の 踊罵忌と・ 11'，

鼎也的きあ~...を ~I手. 畠訟に怠るに?たって.刑政令葛 正事黒宅老年不 つ為匙ち

ままこる割合tf".・1暮く Bるからさあヲて.レ1ft)ゆるやウ〉症1実群ちあると 1j， 前

号2き語酌干した Tu工ner 主隈詳，Klinefel ter 主庵詳のろをもっ足腰が文さく

写る。 怠幸の危険が・あるとl手いゥ之を.色ちる人をこは¥/d.通惇 の旗色に比誰 し

Zの話きあ司て.絶対的思出呈李恩を附厚むさモ写いさ思o.l' 7ア，どを老之

ら肌.J70 しかし. 汚 1J(ー， ~. 01 tJ.'吾か・・ 不治の樟E畏 E -c司芝生ま~たら・・

という怪慎1"d-， ;:r才やか尼保釘酌事支が号欠きく増幅なJ..I1.て. とくに喜左手議

忠色Eえらぽうと亨るil性に、 ひ乙かた l忌=ら泊 1山U理釣圧a丘た忌Lいし奇宿険そと Lて

のしかか~ .~く 5の否 5あ民き- 畠E腎草幸装毛也車tかか九犬、

い 5ろ~dい'3 あ 1リ1). ~再来立の~・ J.f\. 1手 t，‘ 1〆存毛色町貴ささあるのか I手ラきクし忌いが\

羊米子%."Jケ (T聖路〉試をのひ乙つE:珠玉しう三のId:.問自さあるモいえ

よう。こうし之.患を王寺令弘産主辞さ怠いという丞1R慢が.;V 性全~壱の℃怠

リ，立性仇生涯き宣告十がは五γ に 無理的広い tの l之市玉、

語 1表:ダウン症但の品生率

-才

、IA

晶玉

齢

4

~

一

ヰ

~

才

の

般

0

5

母

一

4

4

(出生率)

1000:1-3 

1000:29 

1000:91 

(加護 他濡 1975:431f ) 

ヰ木干ェ w ワによ爪ぽ，現在のと=ラ(f包， 100建設定蔭の遭邑4請を.陪
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曳αa揺さ設星苓zことげz::ミき 5ー したがうで，畠茸造会出産に眠ら手とモラ.

あちゆる議色に.-tr唯Tl-.をうした珪石器E-e.ヲたろ!後E告のど1¥う定践 がち

F解放J さlI'\~=とに珍 3 う，このようたららが、~てくる町賞与性 Id-.. たしが

に. tr 性σ港沼I E.設定さぜ~ちのた ζがい思 1\0

をIrtさ巳.羊米子ェ vケの普広広-手放しさ喜八、‘る毛のだろうか? 妻広.

=こに.l.;す"かしい国還がひ 17‘えている..~I足前人志さある蔭色に氏、巳て.

2霊抱ほ恋人さある。羊木平:z:.. ノヲfd...胎 l更の資質にちてイいて.住Z玉付き

遣と ~â 三月 からさ.、る宣之を‘底ガ、与らぬ悶爪トfフ取がi豆~I する=とを.いみ

しとい否。

ふ斗よ主f長会 (Down'ssyndrome) の1栗色主、孝之 Ldt-ょうー午行〉釦1草群

にかつて!ユ 豪古車といIhmF-:.) Id-. トり、ノミー之 I、，之. 1!; 21束を句E.3

本色む束et$哀誌にIRBす芸史ヲミ性の克也さ.治議OJ15 i玄が庖いよ白晶~

缶患にトわた否雪高め匂員モ陣碍Eかならヂヒモ危う。毘f.I:.日.4きる.位争く

のか・ウ〉症J~-ーた\\之い，除去三きた玩門事 -b\~)'5 しと い玉川さ

あるが，か.， zあ否 TV 蚤組e'.グウ〉在克卑P守σ}養E更布設の-tr唯聡Eグ.

づ号、・の cまうた訴えといた司t1'即急にcη こる :

〈尽き言えデエ v ワさ与の〉皐のさ免2三堕胎lZ l ~ユ、うという人乏か・

いるをう 3す.. f!ilというこ~ cf L~ ウ。寂ん主ちたいヲ主 1 ¥， 1古1の~

があリますか? このさら E(Jtとτさ1¥..み怠.障碍を昔翼l.¥7a剤、

ら壱.霊品!之生きてい五の 0' す.この吾ら J;;). 主主~I-r\てく否~. とき

そフ.つeリ庖のきす1/'? 生~L.n.売の 1:;;朋遭いだ‘というの志すが?

モ人7Jfi3しい=とを.ち、う L~ ~え丞のさし a う。自分らの勝三子

芯喜F色z:..弱~\~たち E諸手+勺汁.量庁り9'ごにす E 一一ーを人志二乙

乏しと;1，'~ \て.人閣の穐E しさ生きらt.r\~ときそるいうのき亨1>'? >> 

二れから lí~ltt J.うと 9~ 苔たち~. 亨さに生.;1¥r¥.てしユヲE:1bWi.けフサ"¥，t匹、、-

~~U\~ よい蓋，いけ7.á 1 ¥邑たJ豆&11したりすき=ど α，夜lZi7U;;.，~'こにあ急

のだ3うか? を‘ん怠直属E 首会イけらt.nでいも蓄がらそ.を〈乃~~ ~1左京1

芝草い之司たジ墨色したりすきこと let，許立川TJいのち・1'6To ~ ¥刀、?

-7-

この訴えにl手間Eうつt;の 1xあ2>tJ¥'. 喪の親 で芯いからをう主主主のさ.

とnう為蕗志毘7ちち，危い府l寸き I;A~い。』子ヴ〉主1宅書!エ. いやがょにそ;~

暢色素患きあ~ O)~.かや7 ::..在cろ flal見を空間すきことに討すろ証平た~I;;!'，ち

いゴい4フきある，婁穣，羊木デヱ、υfアの結果E芭げらInた麹広.旬守ト忌し

I之直蹄のすすめに従う.Jうだ唱しかし、るフヒ匙食矢J.:j.ff車事σ)l急畠にo.をう

う門とめu¥ロ:・4いのだ 3う。

今B切らmている遺包嶺思. 2000 種類芭下 ち忌 l\o そして.附~Itフは1仇

註セt〆.平均 3，"，"， 8包め悪世査定ろをかくしそうている。(徒産児一一遺m
酌要憎がそめ席、固にrc;~二乙-þ:.・毎いーーを暁<)金也生 l足早. 20人に 1人折、

flil ; TJI α遁定的史陥モモつ。また.支天性旬匙商碍のうち、 80;ちユさか¥蓮

伝荷による乞のさある. という。うきのうちの今くに1;;'. 泡嶺法か'志~， <>こ肌

を院〈合に(d:..羊;;K干:r...，ケにたよ三しかbいのだろう s? たし力、に.7ヱ

=)レけトエ昆-UE(phenylketonuria) のように. 町tt~ 喧~をぬ草色する Z宣伝帝~

あヴて e. す~ 1- >包帯涯の確立し主るの訳、ある。二\.n l~，常詩!ë:三との金伝

与え項にをとずく?ミノ殿内、酎要憶さあるのき.生俺早期に乾見l'.食街寝

去を流tほ・よいのだ。しかし.たて芝ぱ〒イ1r、、γク之荷 (Tay-Sachsdis-

ease: 黒開高島佳白晶のひヒつ.重詰三吾史南に..t~活環チオ如実常) .ハ〉干〉

ト》罷諮轟 (Hunting'ton'5 chorea: 急宝色昆とm種差f往還封叫吾Jて" 昨年

1主神経竜北ε宗とす五〉、活鳴き議候群 (catcry syndrome: 需主主号俸 ζ8

-ぢ〉白まち舟て弓こ、1J.z..のよ今 lて， 皇、罵志知能嘩E再Eとちなウ童医高言、，泡

轟のゼドすようたた与 L¥モのの母うが .モ しろ武きい。を胤ゆえ.もし伊ウシ

主 1見C乃亘R包泳、喜平~~~のなら. これら主主主 I史ち賂l見のう巧に児童すパ‘ぎ官、

というこどに7;;~た‘ 3 ぅ。二川らのfã:.げに. ~ ~三.知 n~寵皇乏と B 怠\.tヲ7<-ヒ

モ， きわめて忠住7喜平治の遺包帯.たと之は¥金支弘子王由主rt:t詩(黒えにもくみ

られ.急守主主ミ皿や血芭の震茎を~、こ亨'\ 血友高著モム尽a~ 否。=}f'\らに l立

~う材質'(9 ~ 0) b'? 孟怠『主権毘南 Lイ〉 γコリシ夜与さ渇穐さき否〉伺ょ

うTd-藍主主σ萄E再と周提に惹えるだ、き古‘ろうか?

ごm愚息宣ロ.結局.いのちある人閣再aと日間さあきが乏.琴之尽;;...亨J

う. 10 \.I'\.J1)~干に左強いる。遺伝酌忌資質k!. 人思σv萌簡をかたちゲく吾という
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いJtで.人愚芭在をのをの芝掻取するからだ。法的に.習'fb勺に，ー….屯

!見を人閣としてns.うがむう乃、について市ら. ;f) 1ft附L{t~註怠広一定、の基準 E

モヲているにかに"Jt-:t.~)。 しかし.いま粗いfd.1>'ざ爪てい~のr.l.ある註

全否 .人闇ず，自合と色合的風AAE 1，...¥ tj、!ZJ.dεのと自己了解するか，ヒ lけ

題意~あるの芭。ちし、主主念 TJi吃 C乃メムバーの-tLリご‘のみ互尽Cめたら.己、

こ n、に託皇E 引か Bいわけに I"d-いか尽く厄~~~水平 r "Y ケに侵対する乙して

t. その務担tE..主工主的k1.~彰替 、 E と之町. 毘に生き之 1\ ~今、ウバ主主曳た

ちが 1某つくからとか珂良モうだから Eこかい司た t~'理由曇替の立天にモとめ 5

防庁 f三Id.いか市1.\。をうしたち〉子メ~ ty ')言、ム f手.やがご匡史に圧倒立川

てしまうにちが~¥彦t¥ .思包・忌ら，羊*子ェ v ワ tJ{韮広三F 取口・~モラモ ε ゲウ

〉主l見ひ:・2とaL./'¥.主主〈怠フ乙し立う fd，.c予E‘から。をうを l手市くて.墨てとる/で

き IJ.. つぎ・のこ乙である一一一生会記寺の宰展ポ.生むこ之の泌然のあいだに

き失'Trかの盗怠主主し Id-主むように尽ゥた.をの結果.な性/d-.. う;lU1，るろ役

-V-'‘定毒思資資に患 g 肌てあ ð= 乙~.ぃ~"'ラ当然の程引の切くに零哀しう;;).

しかし.震惇彦、とりわけ遺J去酌に包惇怠人相Eえらぽうとす~努力尽.そ

のま3 さ思，い}りゆき「隻生雪」的忌配庖.に、むこききモJもl1LL Lいく尽か

IJ~ ぃ.. )t ¥ft ID ut.ld...いか忌 5基準によ吾川きか TB~ らがを巳い.;I ~Iこ.あ

るi霊tR.の司自引当ミの前に芭考古モ尽く主た芝山之しま，ごいるのさみる。吾妻Z

c-あIf'\..~野さあ\.r\.. fぞの諮きあLt¥..入閣の2立与にた9'・・ざ町三室たち 1'i'". を

こにむの電工う局運JRの隠理互モちこむのだ‘ろうが? ←一一ごう Lた=之が，

顧問肌之 I\~ . ~いうこと。すきに稲作し巳呂、たつの立本一一一方 Ið-.母た

5色性の~H?~ 要破互盛丈と亨 3 -e 0>、俺フ¥'fd.. うとir¥E-期イ亡し之.去の往生と

Eヰf3 う乙す~;:;:.の. きあs一一一I:J:.. ざしAた')和島幸首をに~、も)b ({\ðo 3. 

r-. 1mセの tr'怪 C乃 m 事~g 零*:Eó か芝てい z から~ l¥ラ之.をうした i豆1R左

全往去に治しひろめ之よい h汁のそのきち庖 l'c乃さあき。

ぃz学米〒ヱりケ E奄患と したず，吃α夜常にし之モ 聞哉の註盟主っき

う門さく 3..11三年科掌φ苛/マ之炉、邑延.tl:.産に関連す主的門さ l手市れが¥

ざしあた 1)， ~~亘B いし広志という，な'世の主零怠 r 1包帯J に思fh~ -;，畢φ

張術的と弘前省主官E. あ肌こu\.理与え Zat~ ごとにしたい e
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Z 1茎択ld.むこきで守恒夫写る?

愚直ヲマーすり定ム三i之予防也た琶題のひとつに. りレl'-~.、ちゅん"乏

lちじめ乙する.いゆゆる「鋲議室パ、ピ、-.Jの登混があ否。華~:a主二nれた裁すT由l

B・ 会4トL人エ〉受者lご庖蒋砲を議且み色町巴ただ汁さ¥苓当め鼠県宝ペザー

ー-c'J..エ二子宮 E聞い之の〉惇守ト書昆 (ectoge目sis) ーーの鼠併で I~ 7きいか¥

=うし巨待外受精I~ !d-. tt t!"こLnld.L" d.るに乞〉乞 -y呈す jレにうけとら¥.I'l

?とが? 邑誉的に Io-去しろ竃単 Td静唾にかるえら1(¥るごの思常欣衝撃 をe..， 

Zう庁とめらIl'¥た長大のゆえん Id'. そIrttメ人倫〈縄各絹1系〉にro制してし喜

う乙二ラにある。を肌1-;;.守 7再 -E犯したのだ。

借朴受箱とか、月主荷主亙Eこかいうが. をの手j頃之ほと、のよう 1苫宅のか? を取

は，②あろかじめ昨印均支7仁Jレ乏シ E限用した②tr-性v)鬼怒に 2庁間11、芝

居P1!.>ロ乏い臥.③一方に思暗躍鐘Ei孟しで. そこからのぞ・き危か・ら.⑨ち

うー大の閉リロからざしこんだ干コー下芝表作して.う;:j< UlJY亀吉ミ置の :亀児

から闘をを口広いとる.民事のだに，⑤モ肌を霊草奮させたよさ.③注B笥，再

び〈そ3と0>. ~~い l志思1\0) b.-1生の〉ヨ島控同たらとしてや否，というた'rrの

こ之さ・易~'" (，⑤ I~. 特別の手術'E. ~::r厄ぃ。寝精しf-;~~環鰐筏fち ëf 三場

色に I&--i">ドさの除JtJ制限. をうぞあうた一一、ろ芭に揮をす~ r-f王蓮.(7)

廟思. 1.事件に手くことか・できる。〉 こうした担情訳‘たやすいのt;J.. をmが人

閣以タトめ動物(忠喜) 1て対して弓ら い 3や B常茶飯きあ否のをあて乞，/h

Tト吾た'-?ぅ.人閣広，お;高節9に主主主寸江実寄金17'どすん巴‘ら捨ててしまう. と凶

うことか'許さ爪 rdいので. J，，' ~風蒋祖乙間設，手守シ之1:;":' モす‘灯、しい町内きあ

る。

毎夕ト電稿α 苛景r-: ã 'E，白けて品とまう。そ ml~. 京一義的!こId. t;.性の不特

1:::対立[J.するものである。をのいみさ.右横作詞にあたるの広. aAらかだ。

t刊 101+憶といヲて乞，いろいろ原因1ダある。i1'1レモ〉パ‘ラ〉之 Cろ安調寵

蔭7手ら ι ちょフとi1' 1レモ〉恩萄IE~聞す否定、門さ-t;-lli!'..る Fとろう。(旬!の「五

ゥろ」乞薄日P扶桑缶¥cヵ指Tさ~さ"にふること I d.-. 有名さあるJ 手き?を底きあ

れなν 尋問仇/マッサり-E.袈蓋 Q三の Uぐよ ll...卵巣令与吉 f手正常さあ志のl亡、
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どいヲ定量廃存乏ー 品1i2..1じざ包忌けu¥[J."1.きら浮い。告 との母.この従守ト受精+陸耗福という即ちか.長慢の鐙l卵軍に叉砲がある皐1明言尽.

恒遣 の与芭Eかフう lすることがQ¥ぎる径のよう右犠色に.~広.-tr也広.この 註のつに佳に悩む=の授併の内刀71灰色えら1M.るわ .実隈.切り花」に庖る.

たとえ1:X'¥舌識 だからとか.註金約活動 にさし人J:} よく I~' [!乏して.のか?という由しこみが殺到しさ，，~各賞立のな性ずら"私にぞぜひ拡し之厚しい"

専らざ的る刀、らとか .Ioてfd詩型市撤収る引が建 だからとかいった翠庖芯.といっ。

~-&~色 1志いし刑者主E見詰主すt也のせl"~~に自分のろ E 出産して 5らう=とに.淫自に亀亨 ~oという除モ.-さらに.隠務理のT¥'m19JI"f:ヌイ〉戸たきな号い，

4事もうーえむ.f<s.ごと畠う。 3た.~~が沼L4あらI-OW\てくるのを l手厄刊か，ιイシ与 7実 E ぞう片 CJ~こいうな念的 g Æ. n 府立件Lれて勺.Jい・イ〉ドき1cJ..

千T経港ょの理由η、ら，代理任恨E諸 島う台性のー器包混同爪るにちカピい尽力、

〈代理ほ恨の港1晶化一一'・.;堂貸し a9" ! ')。

t主主的Jd.71'"it・世ロ.を〈乃ためぎある。〕ドの /ι ロ 7告が思~は夜、しいのも.

そん怠ご'C.E J.;、<...力、ι.ろうきうるためにさ .宿Tとしてモ色令の吾左うちうとす玉曹人のろ句「イヂ〉守 4

任務濯の妻田fにか:er性たちのあいだに扇いてJtttるまえを!nているId:・かりで，=うした下レ ... / 'yャーがゆき}わたの母と怠りたいという自民C乃暗に加えZ.

量的T.;tl!罰簡の町民性に目をつ\~;‘るとしたら.愚か包ことで I;} 弓かろうか?E理的 .o主徳的尽抵T托栓にうち降持過のよう B暁回行折、っている註乞さ I~.

あると思う:す世広量EZきち Eいあいだに.たとえ~っき‘のようゐいき九モ.といえよう。か勺で昔aLていく素たか・十そちにある.

すユ勺とのちをl?\から 1括合芭する~つして.出 産E位験しとわき.

今戸島I手自手うの告 E~主 7:J に産人否もら，て、

1時EかZ蔭.こ肌まさ母と B肌后が，た~<:のせ工程E. 岳とする=と常，.~.再圭蒋泡i五尽.

言どるという I?、うに"五のをこれ広まことの通琶である.ぎる。tr. 1也4来の町民't~"E.ひらくという点~'.

むしろ，患いわけさr.1.7ミかろうし.ひじりのろに母祖が町人いと色.ある。位行為 4 受精4 在日長ちのごとに1J.嵐届があるものだ.この夜術r.t.しかし，

素晴らしいことさ I~担宮古関I心乏もうでか~ ~ ij'\.る f巴~"f?: いるというのは.→出産之いう白骨史的 B 之子町予の一学に人為 Eイヤ入~ tr:..麿1単にき 3フ之.号き

平均余~の陶畏する =lrtÚ'今世α出産回取が取る-;6'<::.、，Bいだろうか?全面的局主埋めち之に精へ主産E..

まち望ま M ている I;Iずきある。

しか司三苔文忠也生駒イン l守ワトモモ

ゥ我情f之.尽偽足レ.

× 

の腔T;1J、たちづく1;LI¥

そ爪しlずし 1才室;JLttてJ;'り.

1きりに夜明のない}わ 11"さ:ro.危ざそう宿毛との力、らいかに-e11茎しげ尽きめに至五

じつに数隈り思レ¥f¥周脅去のたぐいが知らl{tている。

その鴬豆にf定弓て.る。県立C乃生み閉JT活 I;J..

(U皇からいう芝 E つこと~.をき否。

G.~:tみ~I二五 .

フ，かう'う陀めるm
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受精の騎閣に決えさ11"¥る。す7.;it)ぢ、

-0..世(卑也〉(Y) 菜~t奪ををつ酒吾乙 . 陶芸とから.

人 zの利害t州訪J¥に慧与的さある

と歪むヲミ揖εある

そ1-K1:l.. を自令の岱肉に蒋しと乞ち弓之控4~

3人な l是が.つづいたのでこらさ曹のろ E.ためきある。民 l差することがぎき否わけさ:. ~し.
首i'2 s1 ~宅t'l(九ヵ月を

またた仮装。ーも文~~。

おし危バご件 ~σ3 住Jj・・の~・~U'\

~・ん~r~ 庁ート

この占う危真空えある倉l怠こそが.

さて~F=.. 

畠うまで 157きく.人間σ1峰主主1-;;. 毒えてみ4う。

ろ富「て障碍のあ 3台性Ct.別の

な性Cろ与室 Eかり~~" . 自 4ちのろ熊

ある往生さ，

そう Tl，.:7)だコ。

か e し~~い~.思題尽の);;l.

文 f!! の社~ <::-r:J.. 

らの時対，

種尽 õf 終J~広.

ふ量と絹ぴっく?忌告であ事訴¥こ問

毛うふとつ.千H里t壬台喪主

1;<ことに危る。ごこさひとつ加慢

そ爪11¥.If互の毛信号

〈うとして，る3集会さある

r.a担J という疲

当三みの脅.

芝¥nト't之.

念E"7t悔 t.温色白弓a-.

~ 0) 
Fuchs[1909/1912=1966/1967.工:541
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にE
 

畠書式C乃比宰芯7a:lL 号令平Z性担弟lのある比さとにおち勺くのrd:-，住民r.l.1)-くとe調査芯守-

みえている。事 L 壬についてfd..，

位の条件 E加味し T.;I ¥とし1c.'のよう 1まこと fJC'<Fi、=るか?ヰ主主民丈夫宍まうと.事与の与をうみたいと

ちがいに予湧¥I:，}:.しにくいR¥ 。、なり深圭1¥尽事篭 モまぬくこと乞あると巷えていう 袈がi昆半に孟す

いいだろう。実際く註念的〉性武が在ヲ 7ミ閉として広，~ゑ.耳、いた方が，こういう社主3
。

ス
e

かヲて三

r ィ、ソ金工何人口 Id-.-~手 に.

'tcろ絡栗一部把方さ l手ひどい嬰ひきつにhま

「華文号しがあ る。量~~Iユ.人為的B早世C乃思引きのようなをめだ。

取吉しとうち つづ、く来高仇ため，ャ底議定幸の持.

再三r~J+.'th汁かf 裏付

ιをLミli1.たTdら，

n
J
U
 

1/4にまさ慈、少 した之いうか、，て.l毘たちが・矧重荷

こめよう~.tt況下 Q (J.， 1亙棒切結措割高1;，].中簡を余儀むくさ肌色。

す八'ご何事号与h¥2人的事E聖子るこ乙

/t)Lれた。果 ~.ø' ~ tて明言rE笠
第 3~之l じ人J;設がひと習の-9J1: .Qj:"、おうというドイツ山一

{主同;，。 ーl・七iil紀。

ニュ!レ〉々 lレつの議去さは.ある時頭，み}わけたf主ら， )たち
1:35] Fuchs[1909/1912=1966/1967. 

をの尽か，ありE器、めた尽と‘であd (Fuchs[1909/1912=1966/1967.1:68f]) まち由セしい閉還を

当俣のこ之た‘、。とあらゆ王手段2:'鮎浪tグlさから肌庄の r:J..，出生l見C乃性じてかぜいラちぬる L く待望号~筒果.員f〒のというの 1:1，惹起しよう.

数宰のように一時的きあれlまとそがく .恒常的己也氏のf昆筒!ユ， 11訂ら刀、の泉淀夜序の摂宿7ずくうかず之勺てし 3うごとに忌るから..Ij'フl./1.if)l.J1.仇しる現梗

.担堤事支持与は 世主聞にお l寸るな全員五いh さの福償措置がとらl.K7aいなら Id:.'， 婚姻弓c".与~ir tJ.;.' Fcf. f'-~ 1.対立の民去さtz:.;x~るという自然σ1 通è.~J のうえ

い三い 3句作用 Eひき訟こず忍あろう<>tr't乏の澗:(かのあり方を、~1にさcr:: ~ . をの前提が告がさ~るのである。l之島;:lH1，ごいる府門oあるが.

4~ト与しくむいん口動態Lの義金n 左手泊、I手~1=，"，足付の人口靖ゅにつ廷がリ .$木手工、ッワ!こよき胎l吏 C乃性~I\澗\Ii'3z.t火、義見立肌てこのワ0年代、13じめに.

ををごを tし.くか宅三しu't込い。をめ轟11作用モ.酒t9し札口いそのがある。芝LI1.と彊胎とのtt!ãJ←色町てr: rて J~ 唱なの生み}わけ一一一宝みトわけと畠えかた

モモをモ男台のさ乞みWフ「了怠む饗止す三か，のよう~~副作用 E 閉でうとマ川 I:l." . コ書きにさ・き危 l'喝さをさ(;J.なく危，とれた。る吋物か e、?t:J、lま昼間だがーーな.

あ~い尽旬らかの fヱスき性民主一定司 f直に箆勺政東芝碓す五(~雲tJ' ð:> Zだろ着用もかかる。怪dミミFるよ

そ¥11..にこした::1:: Idあ

l志rJ.1まだ耗保幸かっ定地きあう.L かしこ肌 lユ.

「相」のヰ貴村 E賞惜し庖 l寸爪ぼ‘忌ら ~I' し.穐墨さあ帆[d:・Lう.齢者C乃1ゑ色，たとえ l三・精殺の良i唱さ.性別 E~択さき 't\/:\-. つ支.

をのfd.r-ナ左妻宛f主みわけ税怪文!咋色.裁引き，生み/1)1寸旬開処1.たとえIま・，Y 完t~匙だけEチ子高品する星写たと之 l二止、るまい。誰にし之壱芝う琴え事の否，

棄を畠ε港海さ.活海 E節回理し. 放置しb事与空す a~笠~， t o>与 1斐左うめ "{Jt3'， たラミ品σ〉字 活左.し1=;1て Lてそ，危と、、のう-tr史巨';互理主 fて夏浩二E巴る ，

ITI.KI手・尽ら fユ(¥ D 
もう時閣の問題さあ 3う。3ぃ:d'i，五"11'・・みつかるのそう.

え室すz怪思1(万手 E をう{寸~'fð.色、乙す7}if')ち.可t 1:; をそZ 早~-érのさE みl-r> f寸.人モdκ‘トnLf¥-t王町74へそとたちまち .薩現厚生みトわけ活∞再Eが知らLt¥るコ

をは1.'tこモ.妾b 蓄官舎で性iJlいうの広.窺たる εのの福f1¥;r;;.のちあろで〉ノゲ?1対1.(乃 I匂術直住止が.おしかけてくるにちがい尽い@を¥.f¥E容 置 亨爪!手、¥

伝笠ぁ， C:/J.志ら忘れことT;J.のだ3うか、?Eろ役に押しつ門玉こと Bむ，患なの住み itコ庁長室町ある調査さ息、と恩町 IKる.刀、らか、!寸1d-.7j..は司、ていく，

芯tr"畠えたのrlß~ しく巳い J 遺伝的資買さあると、さ 1.t\~1J'.. た守笠宮1 11-'‘\たしかだかちといフ之主需をう fちると手否は e1手 l"ð l手、4対1.~こきてい苔か\

略三手 応主主みわけ Id:滑来i巴義互高崎ミi~ =とにB

畠之な弔台 C乃'Iみj.fヲ庁f'JI"， tr~生め「崖る自ffi. J にさま1.K3とほ.

たよ・人予想とし Z.fd.. 

るだろう。

ゲ?芝川が事iとめ

生よ+内 l-tの夜併が昔忌写るた与ら、

乞tt'.てきて.l亡 走えに<(.¥0 カ!旦か、、預1少9"~ l:l'i韮に「直打ち」

いef't.t¥にぜとJ.，し肉、し.~吊るからc-ð) ~o

明

討



-14-

い lろ守きあ~。

* 

こご三~.怪奇毛主主と鴇 tt l:Eみわ門につい之ぉ z きた~片足、1).... そうすると

?id- つ.マ z、に広沢に国いら~ときたさ目呈?支情，人工受精に ， 改めて注目し

怠け防tfd:T<Jら局い二 ζ が市げる。

人工費糟のもにf直Q'a投 術IJ..中世lて3ないても知ら爪ており.主主章に対し

てし!まし/;l"ðまみら\.t\Z'いた f去のきある e 人商に対して 5、こ庖附1(\た長毛色~\

t1/レ=flユ. 1684 茸!こさかの底、，.~ f:J. .. ，をののち. 1~q. ~手，ゆりちり";.. t}oIo精みの

;現結集号に肩身7 0'ある=乙 11.:'1億 r.~ 手足見守l.t\ ，さら l亡、目63 苛‘溝偽宣言~tが，環

結聞につ旬、市 1.11./;;ピめるに瓦人さ，ょうやくこの寝帯広き附めて安原官の蕗

いモの乙して史玲才爪た.

程烹型の， 印Cの乃偉ヲ俳卜萄弘 E 伴悶 7芯~Hい、人工号堤E酒7逗玄1尽志乱， A日工H引(Ar工七比if五icial Insemi-

nation by日u出sb凶an吋d:配1包E蓋閣人エ受孝精量〉とA工D(Ar七if工C工al 工nsem山iμr悶 tio∞nby 

D∞on∞。r口:ヨ布E訳f悟高喜苔=躍人エ受精〉 と lに=丈毘忠~\ハ\~以てき尺. 人エ受精!ほ享正， 夫の簡甑¥( 

だ片〉に原因のある不涯にタオして l~. 右主r 7J.買t5z..である.夫が不能否あると

か.精吾除、少思すぎ‘るとさとかにほ， AIH 1:];'刃!同さき玉。(情に魚菖さtJ.，

漫結集尽によき j農高がij::.oイシトに尽~..) こu'\.に討して.支が・・~・~1宅コ;-9フ

ケ n 't'に程、たこ之 7ずあ ~7ð と・ C乃理由吉:無稽与tCEさあきとが，矢かちの tきま

しく 1喜い温認をさ門否決暑が.あるときとか巳l;l， AID 'E.用いき I料、 l手足 L¥.. 

l¥ID I~. 辰也に迄えるとネ低「浩積」と r;; ちいにくい m だが‘，そのrrI lユあま

りつめら肌尽 L¥3 ~ .頻繁!こ行彦防帆て~ ¥る o (AID の泊 ろ君主役畠の名尽踊

かゴ忌い . という長沼慢のJレー Jレほ.平子らu'¥ごい五ょう F三・ゲ-Tjかたl立自の

の精液を用いて宿Tくわぬ顔乏している虚飾きいた少して.間君主にB ヲミI\~

0) アメりかさ・!手，今日.全出生l更。 1% fo-.人工費沼尻きある、という。

混危の設併が遺伝した結果，人工受精法のm.}!')!t\かたら.~荷行為仇稗互

いよいとE侍J+F.::し之いく角耐にあ否。漂府活ろ区間閣・宝騒ぎこえとゆくこ

とか.2:'、きるのだ.から，いっき乞ひこで、と芭i亡と今ざ毛. .iJ1国司令芝居ちC乃乙r;;.

.，F-のきあ丞。ペト十ム抗争中.本国にのござ爪正妻たちはA工H によラごさ

f芙E乞うけるこ之がさきた。(モ tごの民術1:f昔広し ζ いた厄ら. Ih"，'国司

ト

産省治/ヤヒラ、ーフ芯ームのと玉う!S，お去しからさ、る出生訟の・主動r'E. 号::，I{~に絹克也す

る=乙水、ささたのかeしu'¥.思い。〉 忠!に車x~ と眠ら亨吃宅，やむ芝え B い莞E

g否去と広怠れほ‘危肌に 墓 らすなたちは.やほっ AIH 左京1開万肌ほ・いいだ3

h 支Z開極的に稿てら l-f¥F-:，(<fTd>>">ち.ラミに史官、た材、と〉虫色と之国慌で

あ司て;息結構吾 E熊ユ草して.七支のろをみと・t否ことかいききるのr.!，もち

ろんさある q

もうひと勺の慢!1'>l(¥.大とし 2. AID か;毘主主学酌忌辰亀之結ι可<1;"ースか'

淳之 らu1.る。人工頃精沼rd:.担行為 Jてて主るのとほちか"勺2:.いろと・ぎたいく

らき乞今くのgf7E受精さ也ることがききるのをある..re.と之ぽ東圧 乳牛の

90克弘とI'J. 人エ受精r=よ『之住まれで 1150 くちとy-O>d:う7d喝、写し積rd.，穐

星Lじト之丈差 T'ð いことに.注~.') あ ~ti主牛 1&. 一生涯にちO .Q..の暗殺左

生産して累之たのだt)¥'，のちに、遣と与として砲ととの杯リ級相・ついたた加に.

保母してある泊耳電力1，::ひっ I"dO りだこ l亡怠 !).値段宅;.g !J あえず勺 Z. イ語、モの ~Z，

也回弓ている. ~いう，周と‘町民性fð-.メ蹟にモ起こジ之忌いわけさ f立与~1 

p-;う，消珪的沼砲でBら， A工D の橋ろ提侠畠に討し.主包帯C乃有思の千z

"/ rアE探す否と日う仕方 t... <rて"に一郎と D い爪ら，^~L.'~o

〉掲格的T京都め需給乏干以し E E..め.ずチ 1) 打宗広.~差問箱主張?与が

開銀さI{¥疋. 't <に • 1Q'7b ~以来，1=\顧の車業主主3 銀行が畠業しさい~~号、が

注邑た包すきざみ 3う。商業保守に渚夜E預片いIrt.る愚芭 Id: いまのところ，

Jr!妊のための精~切除 (pipe cut) 忘う Jγ きことにした人々が主 C'，reに，

×説技師ヤ1マイ口、γ ト，之rtt'-'Yマ〉庖と、尾道職、にある人々が事いと1¥うが!

=うしたんセの雲主にごたえき堂業降毎 l~. 1.3、つうの銀行C乃賃金壷(色.をぎ

冷凍1l)とち弔とモ生めら尽ぃ。 L思亀ある葛 I¥支.いや未喝の事性といえ

芭‘t;，み尽，史々のごどをfo，えてごの詳ロマ芝利用しFとちが・.11¥ _とトわたし l~

~.ぅ.) 交の稿者博幸に E引広在1'].・-あるらし 1¥0 陀九.こ刷らの3匙作fユ.高

羽き提良吾がら精道芝あっ(J)， A工D 用に屋酔に勧す.という業務もす守思っさ

いる。(この再三き fユ，血i夜~f!符とよく f以ている。〉 長ょ互のf喚白として.包暑

のせr~三たちが.妊4艮マ ~g的号， ごの宮足符芝拡!.t¥るように庖ヮ之 1¥~. とn

h この場色モ. {子ちろん，定度琶の民.o広田り之庖 1¥仕組.Jtにrl...，ごいる
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"，'， 程 度毛 E，人種 .県教.主宰E事能豹特徴fきむの情報互記したリストα

7:J.刀、刀、らえら/でるの I~.，このよう存主、思たるチ1">-丈問'1;うけら LれていTdい

防力〈恩ち見習うペき.合理的市則廃むある o C.たた‘c... ごのり之トの尽かた

兎筏雷C乃町民程薩芝色める之苓る"t:...周星畠が匡じてくるね、巴し爪"(j~ '0) 

国主σ?潜芸接待舌吉野守の関鼠E，早々と l'sO寄付かよう大起に主張し今づ、 lナて
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ぎたの 1;1.. J.H.Muller(1890-1967)ちあヲ?と o Muller ほ. õ~f~量生堂に夜

討した 7メリ7Tの蓋各市宮町三掌芭だtf-;'.彼の椙想によ ~Id~. ごの銀行 I~.

λ設の童伝的資質の改蓄を呂的として生殖貸主沢(germinalchoice) E符1;;

うための犠頭芯めきあるーを I.f\ I二rJ.~ëf'， A工oE v-3くー取に音忌すき火、零

t戸、あろう。をのため銀行 lま • 1d 1>八・‘〈沢山の乙さきLn.r.J:'，昌司の〉軍司也tJ'、ち

稿!えをあつめて保弓乙.をの人令の業担や靖神 ・ 8危舌勾活字斉種主乞ß:~ペくく

閉しくフ 7 イ jレして耳、くように亨る。づいき.売のコ存立三ぎをのなれ矢~/::.

AID乏す'9め . この 7"イルの怠刀、刀、ら堤j美喜 E.tら C五、た・してそらそフ o 堤役

者 lエ，すきに死亡してい玉喜きあ否ことが.高周¥~.あ~" (現存の AIDとち

な、うのは.在住者の民各が判忽と亨る点、Z::'あ、て.と3‘め支持告，たとえほ7

イ〉予~'Yイ〉とゲ 1レーコ宅、パ‘ 1レトのbOミr1荒弘人のろ~.務リ Eê 勺て賛でる

だし . との趣意否ある。〉 ヤがて. このようにして~~帆たろ授が\平均し

てすぐ取た寝算定もっこ Eこか明，E詞してく州安， 1巴の人々主こ似にのづ苦.つ

いにtJ.す^"ての人会ずこのちて之干ムを利用するぷうにT;Jるだろう一一一ニ Lれかど

Muller の描いたつbヲ ::.-eじみヲた。資質改善!三とそかく.AID のやリフTとし

さ広.工ち@ケさ・， S暴走与とすださとこきげちい。

精ろ長良何 (spermbank) の利用が自由きある=と I:J.... と・λ1t現性♂吾左亀

すかに闇乙て台‘也の逼r1R.(7)魚把をふる円、d之いう¥¥dt '(予rcJ..塗ヨしい。 t..t.入

ι!-h1:]¥‘昌彦Y去、の実情にてらして 1-':"遍之さIt¥d府、1:1. ~1uller の顎焦ιたようa
雪崩現象抄¥ IQ に嵐しとあ・ニりかIP・r.H1ことだ、3う。工Q I:J.. 思ピ人とい主

伝的に決定:r似 S. ~，;ちt.' ~ijt~L\~.. 宅三し A工D C'、植の奥さ人が.也来の」い

吾1廷をう人 Rざ(あ$い I;}.強屋ぴ・・ヲ::'XE.丈量生産 ιlユ(，r dI-， 'F-:.)と塩尽さU'¥1.f¥

I~'. 同組 l\.!.、き保つこと/;;t，-;f'ずし110 IQ r=.:::'すのた掛!こAID t:1\"=.ft1 用~ ¥.y¥ .を

収にをとづ‘く往生的産束三者主県五す3必零に左s，Lf1.た屯-? AID 1=慢しと、

一17-

IQ の歪~'E 薙止ミr~措置をそ三ぢ目すしか疋 I \~'. =¥.t¥ 0.'也とて局窓 色 E二喪主L

フて.穏期乏しく摂取丈夫・2出皇官に乏しい切さ評来この想賓室芝~える 閣i亮琶

を官I~ 包~=と l二司ろう.
会

Muller 伺 益還1;;・治ろの凍結寝志定、けを想定し之い巨が，今 B~ld:.印

子や障の県高t:.司錠巴~.， さ れるのほ.亨きにのべ'F-重 りさある。をIt¥ゆえ.

区蒋植のための印吾銀符が照殺さu'¥るの包.をうi乏 く尽いど予還すれ至。 潜

.;.師号の聞方 fず命絶保信立川，をI(\~、箆叫更穏にJ:三尾海福や人工3-宮の

持併と締~.つくた与ら，視のいないろ後ゆる蒋嵐の~1Eによラで生E うI'T~

与税)モ.査室生さき 3::とに忌るー ιか L=こさ.(ユ. こう L た~殖7表情の寄

高tf，Z亙包芸エ掌と総0:っき芝 t勺主主色のことにだけ・ま手、注急 Eむけと耳、

<:~しJ:?。

・遺伝与エ掌がやが・て.介弓 Lザヱ lレさ、障の遺伝毛凌I字乏有忌えき主ウlこ

a 1t\ 1~'~ Muller の琴之己生長互『亀歪右足の.1う厄~長芯や 1) 7:i tJ:.， 亨ゥガリ時

代遅臥に尽『ごし早うきあ言う。課母信ょの遺伝ろ史梶E互協商設亨三金色

43h4きか徳江亨肌ほ、，首宰~包与が遭包吾声ーJレの忌かにEL喝さ lれるの~~
mる~零 Id なく危 ~Ç7nきあ吾.この活保}'gr;J..署員皇 主鼠与 Etとつにをと:' ~子モ

ヲzい吾!)、人の襲。 It!，'/je，互.最終的だとり除くさ-あきう。寛在の手う志査

伝の口 γy ・)L.ーレ v ト一一弾iまに-~ぱ汁強E のこしとピスト lレ E 音量にあ

て.ひき郎、}tl.~引く題けーーヒ往t忌く之子，寄NJ して自令 α 予肢を生める

ように~S のきある。こうして . あらゆ 3 遭危性の芝支的障露左.たとから

市〈亨こと 7ずきま ~F-ざるう。

ちちろんここさε~ E:.己宣伝与浩嶺 1;; ， 童官三ろ改定と l ゆ悪混同忌夜干狩と

哀H豆、 1\ やむしろをの ~I名ちすらある。r.，¥ .;I更正さ Id.凄週初践E也73-いにし

て-e. や丈夫、さ安建立略質Eモdえたミューヲシト人騒が包E更さき広い I'J.手広

B い一一一矢色事長乏~~烹続人閣. ・ 鰻呼E亙ちさききオく.t:;l，.(朝. 色 lレロ一三きを 消

イビする末U良人馬車、 カ、ヲて C.Fourier t'd， い手、lIt未来往£にあ、いて人‘' 

相 ld系 3の号t，7)し宅〆フ見、ラ(主主眼〉を生やすにいたるさあちう . と予さし、

て. 主E在雪主主主長琶のレ、γ干lしを匙ら汎E 例区が. H11t¥. If.) Lt¥ to.知らぬa.1亡を
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単為Br.1tJ..'、受浮富主産主守に聾思~i丞笠 Ë Io-<:-め玉、ゐt長生志L⑤〉というの 1;;，Tc;.:か{(子.'汐しん~社主の入口 lごさしか n、，てしま，た。附ぱ，- 117 LIt Iれ互い巧架，

よくひきあい!こ也.:!I.f¥るか、宝極の一穂きある。 Tう=のE同の研明方1\tJ'~危さ，たとえは?ピゲミ "/CE佐L'人組とむ差まず直Jに亨Eつ1;:;~tJ. ~いたく尽いか\

160方図の担保につき 1回の実感ヒトき乞みら爪Bいわけき1;;'Ta.いらしく.人々 J;J.星ま厄 l¥力、間合虫、さき否 J うに亨るための造 伝吾改造す主庵ちあ刷 ζ正、，

毒事芝~ιのなうまJ.tt~のほ .乙モちきんをの 議色.之竜三いう。事!舎で;"1;=君、
生野菜乏食1'¥.‘尼くてそ;-.Jくゐ玉。〉乙ぞうすLn/l.̂. をし肌忌1.¥" 

活陣酌吾、/ヨツクがきヲ取 tr生殖11¥.'開始"9る長存についてr.J..度否あ奇心生命科~/~ 生命格差~O)罰埜怯乏むこ~<:-乏事，(1) てし 3 う e 人閣をきたひと

詳しいことl手尽にt判勺さとき~lrt でいきa庖否 ，かげと広 3 ニとがあ~.ι居。ιぽ鵠&の対急 と足 手人閣の変危吾改阜広.つの生命同程であるから，

ヒトの8FJE~H試しと乾径三i!芸大混がみつかち許7=也みに.京干来.い白い.を吋1生命湾東のよう忌.孜前的に片知事昨¥/;J-すむ泥えの嵐長主にとご三ら手，

からレlf'\~いか、，新哩惇 Id: 墨色吾tx:q ̂'、芝爪モ三として霞貰:!~れも二乙 1亡広~Ib trt .，.コ札人閣が‘人屈と g か <æ~ "t; のヒして定く 7 イデ1" (患遺 )以上に.

く実験胸Tdei的芝匁l'とす肌ロ:つ特ましい生直方法と1;;'畠之元主い<:;、あろ

うー.

隠亘書合ι③)と l玄.~~主途主にある現活亘fをの旺 E程在j圏合惇芝古. ひz勺
とくに全性という再正吾き芝5.のかだっ 11<::頭ει居、ら忍片付1..IJ:T:JらBぃ，

~~I係α墨色的貿穐乏

ギ'りラマ神話σ怪均にち忘人さ・キメ今 (chime-

の1m毎八 Eこ持笠立巴る=とを いう。薪租佳C乃偉草原.-lr't宝Z‘人~をごさ、情 E 畠うごと n.." さき 3 2:-}， 3 う l:;'?ぁ~乙と左犠胞に .

モザイケ芝呈し.を怠えた，ひとつの思想的7喜朗リロ生会主主宰 .~mO'l自己辰頗に封しさ.あ 5ごと/ず，

4人α親 Eε つことに21固め FA.o'ら1乍ラたキメラム愚1本.とJぽ肌事。ra) をの首ir= . 丈変庵周Bこ之に.~守否定弓うか?E与え l..J十i:!:!>ことか‘，

失事更を君11 に亨~=百問主刃包三 I~~二TJ..~思す、f‘)長疋アメリ力~.'{;f 3 ft;."弓う。無fヒL2生.sp.科営・河rr1;:X.益にがえ司でな性という性のあっ対日輪 ι.

新聞さ壱手足主主主同7ミ。黒、自キメラがま主主し‘色
作

このさ在設の初混在~.::!~、ってみよう，L~ うか、予しl;'t，g. 1¥ 0 ~て協官、，

t い巴い実員酌色東味C乃対象たちしがあ:即tI笠恒や庭局ま舎という笠植泡rX'. 

をα向こ眠からの八台る.義務極や待外事た包の子え併~.りえ尽1.¥01 r之民しと.3.、生命科学とな世の未来

のt'''-，わ~UÒ 帆，~.設知的忌

をのよニfこと‘のよう忌人閣の未来を穐還さ

を肌ゆえ.まうたくの託金的厄問題きある。

百~忌千主にのい之呈定めたあと ζ、 l手

の問題

くらげをの!こ志ら怠いほど、切衝零酌忍民情δ開冒篤在と紅主主的影嘗の点君、，ろとモのつくリ方!こ IJ..ゎ1/'¥附41..が、よくLederbergの霊克亘によき't...J. 
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n工ルでlo~こうの音 l之内'rtJし Z ~\ ごのやり方/(J..実需‘うき肌 3であ3う。人閣の包ITIft町IKC'I也事1I主東急t，.ぐ，1) .ご肌~全簡とし之禾しといるのr;}.

ヲローν(clone 分持活もしく

，.，ローシをfrF3のに時肋した動物7撞がまだをうちく危

吾.ヶローこ/7-'の結実え 5 爪る fffi1本~ . 
リ之トのうち， φ.で~~ ~o Z亘η、ら~、ん~・人tn リ経ざ111.~ いをつゥあ五二之.

よくH">0'、之い忌

というが¥

いの 16. 殺の注入C乃仕方や書道主~湾当!旬9~ 勢力=定・ム~.

は栄王者え〉すきと前震予さ投周した.③ l三つ l'<? fd..説明lユいら志いだ3う。
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い F三めである。をの侮明がすすめ/;J"，寝苦手.大統領1:}"・・暗殺さ/.t¥"F-: '1:こし之忌. モ

の重苦をわかけ Eシから，得と周 t'A良一手直前互を E与えたえ簡を侶きらだ門っく

り官、すこと乞. ~.き喜ぶうに T3 á わ門である。人閉のつロ一二〉今・にfó.. い

まのところ印き乏f受う泌害 tずある Eこみこま似ている 1，"れと?苓.eff.>組陀芝!.11.自

岱にし之も，孟から亨稜殺をの貯の荷量から合時きさr~ 畏 iとみ T;;.. {7j z..を

う尽 ~I~'、，人顧の国主産に関してい η、居~ 1.¥ Jtで、モセ1.:t.d+.害~ Td. ~ 1;;"ヂき

ある。

ヴローこ〉ゲ広笠通寂併として ふりも .OC帯、民情之しさ菌室尽のでI"d-危い

か， と的たし IJ:思う.色ム l手あらか、じ併ス八・?として.自合 C乃'7ローン Eつ

〈ラ之広、ぎ.植物人閣のよう尽かたち~~. 令 蚕して 3、く。芳一白令 σ事障に

回縄平俣の 1重視"P4誌縫子笠じ‘f-:.ときにlユ 9ト私e9手間!こよヲマ.をの恕合 E

ヌ八。?と表喰亨肌1.:1"よいのだ. (クローン器芭σ7;tj~. コストの魚ミ、 t ， fE 

終R~tダ忍い舟、でをと，サ fiτ一少、ヨリ石~I c.dみる。) このうn~r芯. ~ミ間やあ

らゆ喜桓損の不尾，与l淳書碑.意 ζ ~ F-~ J<，ヲたと t てにに高知言、~~o サ

リドマィドI!è..β ど・ 8・~ .をの~1fをかちワロー〉左17:ヲ 2 ミF 圭持活すれ応1

よ¥¥...;rた巳と之 t;J:. 男官さ、ぁ..2モ包産したい人 0・¥lP-怠ら，アローシ左

性究免j"t!:ででr't~ r.内 l也事 E っくり.を{.(\毛自手うに蒋~ d; ¥i-u:r¥妊依セ芯、苦手

(ただ、しRtm症にふ幻。 苔a..
'
)ほと L2刺閉す~に I-;}. • 用品定、片互ケローシ

に科種 L. 注~~金主ゥゲえする.乙 11 ウ手があ玉。一一こう l た Z表情炉司、

立つために fユ ケロー〉区入閣さ芯1¥，'L I ¥う了解P¥.当主ミた主にで、さみが"

ヲ2'̂ ~ 11 Il'¥ IJ-la .;， Taいの Iユ. そ三ちろ人αこ'L1三、。

ざいご巴 .fるみ主主〈⑤比 I~. -t;:祉の吾邑以t;/-O>歳叶たと之/J:・人工号室.

鼠\署員三事さ、~!:.Zド険高芝つづ‘ i寸.担生1足とし Z促笠亨ること"f1 ¥う o ~白!更の

宣告に Eって.弓宮 f(J:.f.t封寸不町史と fltら1互いちしい。ろ富。トく=g星日主)e-It王

提ょして也生した1吉lIc也ら削て L¥ dし， つい長迂t~. tユ，与宮噛也字情ε境庁足

詩人配当主産しと苛国l と‘誌が、lt1.た。人閣の 3 阜のチマ用問としさゴレあたツ豆、~\

つくの Id-， ~、-9Tjと“生乏たき7 物のミ子宮‘組織、工芭喪主lI1.た〈きl J);>1~号「示\閣の

?号室， 合時工lX¥.F-:-人工路軍主. a'!vであ3うげ.むのJう忌訊、みrJ."pt'rnしを

うさ・あ事 t:l ， いまの段~0.. Id-旬とをき之尽 L¥..， 
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信タト誕生の干支情魚、すっかり果関イむした祉を弘でほ. 理底のよさは，合性が、証

投・ 也怠す芸 品 雲ホ1d.く尼うてしまう。そのい為さ・ごラした註4訟を. 点主主

社金之理bイ I寸&ことか、7J-き cまう。ごの た土色~1;;'. 棋綻耐性兄1¥としての-tIi主!ユ

泊源しうる@侍タト誕生夜併がま~Tàく曳虫、するめJd.，まちがいのないところ

Pあ五ポ，をのとき tr't主主ち l手.住慌しtt..差するというtr性の塙珪を手枕し

: 思也産往生八之蒋特す玉三と Eえら，3，'世主うが ? 20 ~(まとまえ.ィ

タり 7 の生物学孟ひど人閣の陸モ館教軍内~2 庁間間程て志のに試m し Eと発

表し Eとさ 17 人民E報t!l l~勺ぎの c主う ~R畢乏 のt た:

~ ご刷 l去年俸に f童犬足立業荷量ミ、あり、 この方置の両手王Iミ問るい患望 E

闘い疋ちのさある。・・・・・・妊振の7ζ ケ同閉広文差怠員担で、あっ、妊撮

中重手怠e、の安惇I<J..堤農E宰する。 zた，ろ棋ε!尋問否昔て弓〈て E

.J:<怠f1\ fa・ L 明働琶の母提I~託娠にふフ之を鳴動に忌雪E うけす‘た

:"!.';'すむo 三同日な恒たと『ご巷ぽ Lいニュー之さある。 >>(Howard & 

Rifkin [工977=1979:131)) 
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いヲ巨人誌術伏史践してしま之a..A， d>、をらく，このよう厄アヲゲマ〒ィたム

の教勘~I矢暫にたえさ間五七E う志謹憶を宮貴司る思想モラ.あリはすまレ\... 

待外誕生E実情♂忍きしげ怠工こち l止を伺買に忌りゴえすれ底、，沼さ Vャ
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苔ように.恩師帆~~3 う Q Lか ι. 乏人本ことに3 尽きまい一一往生助怠
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の. fil. 1. 17' t三手掛ø かかろこと Z与のだ。;æ-当 1こ ~3 乙いのfd.. . 南舟E1~ 可恥E也
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を ~~æ' しとと・める=と l乱 で・ぎた主 1¥F-:'3う一一ーさ‘の夜術の官f乏にも. 1.ア与

らヂ乏の設併によフて自令 C乃閉実忍苦しみに緯懐E 与えられ s ，(~ず.控え

といるのだ ι ‘そ I~Hス」こ lこ..;;J E:...科~・ 1受併が本来t;守 z い否自己足顎力 E
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1=J~ 文勺門るの区.不自然ちあるから.うした主鼻科巻・干支情の未来raに

もし駕〈八凶きとこ 3"，.あるとす~ロペをI.t\ (d: .を出刀<tr性σ 根室l:! E~~ L-\日

露キ色SC!:7ナiQall. ということやあきだ‘ろう.生舎草寺の実在良IJ:. ^耐え

η、らう~t.r\~という火、伐にあ 3 い広人左産毛、性ê-ðら~~ いう立性の直~)

E， 人為o勧1C口広ほしつくすことで‘あ否ぽc;-与のた o fh Lh. J.h t.rへの特ヨヮく曳

炉 黒 也産主念であきと亨 3-aら，マニ号のわ肌ト1)4'¥のにそ l~殊にせn主の 3

圭ゐらιち尽 むのさフざふろのゲ? (モラ思案 写るのは.暇に急がてどで

Eこいう Lわけさ、 Ia， F.J.く.をうす喜ことさ、今 の径のがEち色程J.n弔さいくがらで

ある。〉 黒 也監往生否 lユ.号くの.q'也ず，宮寛ちの "̂F-羽 :a.建ろのよう忌.

産むこと八のー織的巴義務E主から.解き Jd..7jF-臥るのη、乏し爪危日 4 を""，g:.，

Z， I の負高 F ら畠うと.そうしたた念さな守主~~、あ喜之か黒7生きあミ Eこ fずいうこ

乙かにわ~肋L(\.の祉企にあ、円五のと I(J.ちが二之. :t主黒のあいエい窓口ーんや 3

したことにし乃、すぎ・Tð< 怠ゥている.という罰~'f't主さ‘ t ある。

的爪)f.)W1.のな急か‘な性た操~~Cfd .ふたい 3ある，ひとつ Id:.世主頓に

おいて.要性さ・ある天 Eこの間恨の怠η、古:あら阿川さ=~~"Eえない e の .t

うひ乙つ l手.往生ー経洛的 B活動の偵 瓜‘において.なきある(再 cgい〉ゆ

えに鰭吾lまかはr;;.~ ¥ ;::の.ご眠ら E三千軽 怠課題昼5践と Lて.実からの自主.

-ir官C乃経底的自t尽むとぷぴ思やすことがあるわ、てそうをくくりま1.f¥71いの

I~. 局者ηぐ足しかにご悶G‘ひ乙つことの，?・た L¥ 3のあらIf?t.t¥ r:::亨き'忘れか・ら

ぴある o tr往の'=E.の敵陣r=:.，R lJJ.の可~/.$"怠怠ぬt: JK を与える.主主主主主閣の直進三

f糧生μη草召互にl二J...

出産c.l¥う宿命問

な喜多態ひ〈あ守て.

q性 E めぐ‘ ~9 ぺ‘

てl三この決起と U

こか忍 tf叩干リ結
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ぎa"l:-?¥"リき肌Zきい璃耗Eきやさ互:rの瀬は. 乏の官f漫に起りき'J¥.fJ. ~) 事実世

と"F.J:.， z埋宅5ij"tとい玉 . こうした品官の蜜 であヲ 1=0 そのよう B耗 fJ'・現実的

である力、ら.結唱ε~ F-現場E 酌芯あり.思皇軍司東室主的~鳥決〈言:あると問時

巴 民 生 韮 )z:; d可否。こうしてなた与rJ"..結局八之さしむけら叶"¥..胃しやら

汎てき巳・モ lt¥fユ差I"@-，否あり ， 時として 最 倍曜の 1論理 ζ、すらある。ニラし

色紙唱の広2・o.ç:'広.手 E 産むというな惟の権利{主亨く、、 m 在自会(7) ;'~c

ク乙ぃフ 種判，たとえ!ま'1¥巴畠Eえ<，・工Q E 1j:す予 E-tとうとする工?に.膨

れあがヲ Zぃ、てしまうごとか鴨たヤすい.

で無也産註念さid.. "fl.世に .Td苦八守伺t，'のご否のか? この往生z;， r.r.薪

生1足感コウノトった&1ま.!ttてくる Jうに.望をとき望むとこちにi芝居.((tてく

る。畠う去さ''C， ~< .人閣が、う~\t\ると I~. 単怠る也色E こえた皐患である。

告人 1=ほ. 't ~れにほ、ゴ的し， \十分忘 養昔の顕閣と.そのための守I~ききる或

P斥子をれか ら.とり防庁.生涯e'T苓 Cめで也逢 う製塩底思寺としての理提言

一一=¥ttら E ~泉庭 J と J 13'.ぐ〈守だ5ウヴ一一.こうしたちの"0¥'.ぷ 悪 さあ

ろう。=爪 E}釘突するのが合性さあ..， e: .附るい l志すが弓~\ <> 区間¥ t工程左.

"r:'うま昆色すれ1まいいのか?

事a昆産祉企さ:註TX・新豆吃E寝首するか)'d..をごさm姐忌う F詩人弔えの芙E

関育長忌り tx る・う堂まれているかロ.;;.きく焦~する。ぁ 3 い)~.み巴とご苦

い:r:rn、乞屯 リlまえの乙r.H ¥，s主堤形箆1;1¥'司、存するのかち ι1t¥T.主 i-¥o 出産形色

町ぃη、にをわろうと.自合の喜一一一自分の生殖細尽力、ら拠主主し.自分仇虫色

彬電 Eうけ勺〈き与一-"E築奇 するこ乏に対事る暖蓋fd..J，'そらく根強い。回

往かち 1国昨Eつらぬく幻起の:壬ぃ勲一一血のっと主がうー-1J.:.・5耳、たでき忌 11あ

いEfd...再f;trち自 4ちの血がー寺 l三府庁 εた出るごとにこだ1111)ぅイ rrる。"t

OJmり0'，人を理不尽につ lj~・とめることぞある.かの h昌也Eと L ¥つ陶/事思.

~きキぐらえるだ'3 ぅ'" ~I手「自令の3-...1というイヂオロギ‘-F fl.え訂フミrà めだ‘

ろうか? を~ヒモ ，探出産註全の右往ほ r 自分の吾 J をひきとり差賀 亨

ること T=. 権利として主張qろのた・ 3う7ブ?

;:'A.周17¥町ヲろからし力、誕生した与いあい芭‘広産む守主としさの「力性」 ζ いう

根&尽.なおかろうじさ有色味さあつうる o 1)lE.ち~.自併の員に老人ばあ
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mこu1.0> ~号性の.惇タト耗主 j三J 司てえ今L-I\.1をろと之 e に， 要正直きいと日むさ、

あちう L. を~怒ご自 f泣き組理nピ忌L. \o を肌に対しさ .gp告すら色不雲 である

とする危ら.tJ:性/男性 Zいう区別 l手，原理的に菖ヲて. も IJ:.や曳全!こいみ

をラミっとしまうrJ:すぞある o -tr性の.J:3ごとrが.自らと畠らの珪するちのの

さ芝尽くボくみ.人設の高生長に境E-~弔之刀ロ附る=とにあヲたのだと亨1.1'\ぽ:

来也産往生ほ.今目切な性の邑灯、らお L. いかに E 頼~Cd庁に眼るかもし肌

厄い o しかし.血縁Yこいう幻萄約写往生用1高 ， まのとに自合の再fi:.~段射し

蓮田あ肘せていく理特の仕方が鳥きる去ら l宏、ろ1徒主義着する形珪lスます

ます邑自で ， 書|怠あふ肌たそ三のととエヲていく lさろう。い~~6Pの昆生産E 立

さえているを性たちがヒそのよう危急¥j章、を私揮していく自由こそが，-#性司

彊，-~I'とよ Id:"るぺ・き εσ) Z;.I"d.ないか?

安

生命走Lさま・ 3を'併の註展ld.. 否決!Td.しに， tr性の生ミfl>Ec文き 7三匿更のう

向りのな力、に差きごみ ，~ ol 社全酌再~~~fにざ{!.ていくで・あろう。そこさ

い~ TJ. 9"̂¥‘き 1;1..， -q:性 tf'"自らのl呈命ぁ;，J'ぴ自らの持来に対して.薄えるに1通

する=乙 Eすだてア与えぬ〈こと.住{p.科望書Tf直才色.間帯に投げかける閉皇軍E

自らの思種的探題としてうけEこめ.消化すること・さ・ある。こ1-11.1ユ.今待問

十年11¥~ 11、 fててを，~ひと乞勺ミ?っ柿 Tð けl1tほ・い門疋い〒ーマのひ 1 った・。

ところを. しぽし l:l"，セ古び・自ら C乃恩恵モ語喜之さに.母性主最，匡~主

義，自主主義彦む之いう宿舎r'E自らに具える」うに，畏ろけらij1，る司こ刷局

者指17.;立場きあるのか、? =の稿をとじ・るまえ!こ. この点だけ互.報告守して

あ、二う。

出国防かが唱えたよう忌いみさの母性主義広ら、十=舟t墨書守パ・きとこ
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